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生活習慣の改善には？

❁生活を変えることが必要

でも変えたくな➽ でも変えたくない。
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長湯温泉の特徴

ば炭酸泉はドイツではHeｒtz Bad（心臓の湯）と呼ばれ、心臓の働きを
改善させる貴重な湯とされています。



環境の効果環境の効果



温泉地療法
（長湯温泉の健康資源）（長湯温泉の健康資源）

くじゅう連山の麓、標高は約４５０ｍ：｛適度の刺激｝

・森林に囲まれ、芹川（せりかわ）や長湯ダムのほとり
にある。

｛森林｝；木々の緑。
環境を浄化す 作 があ環境を浄化する作用がある。

抗菌作用や鎮静作用のあるフィトンチッドを放出。

｛河川｝；常に清涼感のある風が吹く。
マイナスイオンを発生マイナスイオンを発生。
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長湯温泉の効果長湯温泉の効果





敷地内の源泉を
利用した院内温泉



長湯温泉の長湯温泉の

血流と心臓への影響



皮膚血流の変化
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健常人での心拍出量

Ｌ/min の変化
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健常人での血管抵抗

％ の変化％
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長湯温泉の血流促進作用長湯温泉の血流促進作用
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長湯温泉の血流促進作用

による効果による効果



沸かし湯 長湯温泉
Ｐ＜０.001

長湯温泉による静脈血のガス分圧・ｐＨの変化長湯温泉による静脈血のガス分圧・ｐＨの変化長湯温泉による静脈血のガス分圧 ｐＨの変化長湯温泉による静脈血のガス分圧 ｐＨの変化

(伊藤医院しらべ)
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筋肉と皮ふの酸素が増える



入浴前後での表面温度の変化入浴前後での表面温度の変化



長湯温泉浴後長湯温泉浴後の温度の温度の変化の変化



長湯温泉の効果
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長湯温泉の長湯温泉の
可能性



生活習慣病生活習慣病

加齢

動脈 化

血管内皮機能の障害

動脈硬化

動脈硬化動脈硬化

心筋こうそく、脳こうそく

など



血管の構造と働き
血管内皮細胞

血管の構造と働き 平滑筋血管の構造と働き 平滑筋

繊維組織



血管の働き＝血管内皮機能

血管の構造と働き

調節物質を作り・血管事故を防ぐ

①血管の拡張や収縮
⇒しなやかさの調節しなやかさの調節

②血管の炎症を抑える② 管の炎症を抑える
⇒動脈硬化の進行を防ぐ

③血液の凝固を抑える③血液の凝固を抑える
⇒心筋こうそく

脳こうそく を防ぐ



長湯温泉の効果

血管の機能が改善？



長湯温泉の効果

御前湯：

湯温 ：42℃、

炭酸濃度：918 5ppm炭酸濃度：918.5ppm
０

対象者：対象者
15名の健康な中高年

入浴回数： ３回／週

浴槽内：10分間

出浴後30分間の保温



血管拡張薬に対する反応-%NTD-の変化
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血管内皮非依存性（動脈平滑筋の進展性）
-%NTD-の変化%NTD の変化
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軟
1 2

長湯温泉による血管内皮機能
の改善効果FM
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脈波伝導速度- の変化
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炭酸泉の効果炭酸泉の効果





側副血管の新成 (28日目)側副血管の新成 ( 日目)



血管内皮機能改善
の遺伝子(VEGF )の遺伝子(VEGF )

淡水 炭酸泉淡水 炭酸泉
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温泉地療法温泉地療法
のの

可能性可能性



血管の働きを保つには？血管の働きを保つには？

・長湯温泉（炭酸泉・温熱）

・適度の運動（自然環境）

・緑黄色野菜（VitC）， VitE， L-アルギニン



＜温泉地の健康（癒し）資源＞

・温泉・・・入浴・飲泉

・食事・・・旬の食材 郷土料理や地酒

・環境・・・ 自然と歴史・文化・環境・・・ 自然と歴史・文化

・運動と休息ａｎｄ教養

泉地療法
セカンド

温泉地療法
セカンド

ホームタウンホームタウン



人は血管とともに老いる

Ｗ．Ｏｓｌｅｒ

２１世紀は血管の時代
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日時：12月6日(月)か

ら NHKラジオ第一『健康ラフ』

10日(金)  5日間
午前5時37分から7〜8分間

NHKラジオ第 『健康ラフ』

：NHKラジオ第一放送

『健康ライフ』

講師：愛知医科大学医学部講師：愛知医科大学医学部

核医学センター

助教授 伊藤要子

テ 前回 放送でテーマ：前回の放送での

皆様からの質問

家庭で出来る温熱療法

NHKアナウンサー

木村知義
NHKキャスター

遠田恵子
愛知医大・核セ

伊藤要子



ご静聴有難うございました

おわり



長湯温泉連浴によるHSP-70の変化
（伊藤医院入院患者）（伊藤医院入院患者）
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長湯温泉入浴による HSP の変化長湯温泉入浴による HSP の変化
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温泉入浴による基礎体温の上昇

38 0

温泉入浴による基礎体温の上昇

温泉入浴により低体温Ｃさんの
基礎体温は変動しながら上昇
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38.0 基礎体温は変動しながら上昇
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白水の滝

森林浴森林浴

芳香性物質（フィトンチィド）
イナスイオンマイナスイオン



音による心地よさ音 さ
の変化

弱い 爽快感 強い

小川のせせらぎ

カ コウの鳴き声

ウグイスのさえずり

カッコウの鳴き声

西表島の夜の田園西表島の夜の田園

対照（音を流さない）対照（音を流さない）



炭酸浴による皮膚血流の増加炭酸浴による皮膚血流の増加炭酸浴 皮膚 流 増加炭酸浴 皮膚 流 増加
皮膚血流量（V) ～炭酸濃度の効果～

1000mg/l

700mg/l

500 /l500mg/l

淡水浴

2min2min

経過時間→

（辻 隆之ら,1998）



流 歩行距離

入浴後

血流量

入浴後

入浴前

歩行距離

入浴前
入浴前

CO2水 真水 CO2水 真水



高齢の高血圧患者の入浴前後
の循環動態の変化の循環動態の変化
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